
やまなし教員等育成指標の改定について

《これまでの指標》

改定やまなし教員等育成指標の概要 改定やまなし校長指標の概要

〇教員主体の授業から児童生徒主体の授業への転換
（個別最適な学び、協働的な学び、ICTの活用などの視点）

〇全ての子供の学ぶ機会やチャンスを潰さない教育
（誰一人取り残さない視点⇒特別な配慮、合理的配慮、
いじめ等問題行動、ヤングケアラー）

〇研修の強化（外部と連携した研修）

〇校長のマネジメント力の強化

〇教職としての素養と専門性の2本柱
〇教職としての専門性を教員のライフ
ステージ（第１～第３）ごとに設定

【専門性】
・学習指導、生徒指導、キャリア教育、

特別支援教育、学校運営、新たな教育

課題（グローバル化、情報教育、人権教育）

《やまなし教員等育成指標の改定のポイント》背景・課題

 Society5.0時代や先行き不透
明な予測困難な時代

 子どもたちの多様化
（特別支援、外国人児童生徒、貧困、
いじめ、不登校など）

 教員の長時間勤務、多忙化
→ 働き方改革

今後の取組

○育成指標活用ガイドの作成・活用

・指標の内容について具体的に解説

○育成指標に基づく研修体系の構築

・外部講師も活用した研修の立案

○研修履歴システム
・研修履歴を活用した管理職による

資質向上に関する指導助言
○自己観察書の活用
・資質能力の向上に向けた振り返り

【山梨県が求める教員像】

ICTを活用し、多様な子供たちに個別最適な学びと協働的な学びを実践しなが
ら、「自ら考え行動し、他者と協働していく児童生徒」を育てる教員

【山梨県が求める教員像】

豊かな人間性と人権意識、優れたコミュニケーション能力、崇高な使命感と責任感、
高い倫理観と規範意識、常に学び続ける力、ふるさと山梨の未来を担う人材を育成する力

【教員として必要な素養】

《ポイント》

【重点項目】教員主体の授業から児童生徒主体の授業への転換
・学習者中心の授業を実践し、「主体的・対話的で深い学び」の実現に取り組む（例：よのなか科）

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の授業を実践している
・一人一人の特性を理解し、児童生徒の可能性を引き出す集団づくりを行う

【重点項目】全ての子供の学ぶ機会やチャンスを潰さない教育
・児童生徒の気持ちに寄り添い、児童生徒の理解を深め、課題解決に向け取り組んでいる
・合理的配慮や教育的ニーズに応じた指導を実践している
・ヤングケアラーや不登校等特別な配慮や支援を要する児童生徒に対し、関係者と連携、協働
し適切な支援をしている。

【専門性に関する項目】
・児童生徒が自分らしい生き方を実現するための力を同僚と協働し育成している
・教員として学び続け、広い視野をもって自己研鑽を積んでいる

【教員として必要な専門性（ステージごと）】

《改定のポイント》
・マネジメント力の強化
・アセスメント力の強化
・ファシリテーション力の強化

【校長として必要な素養、専門性】

リーダーシップを発揮し、
信頼される学校経営を行う校長

【山梨県の校長が目指す姿】


